様式２）
公道実証実施に関する事前連絡について

 　　年　　月　　日

東京自動走行ワンストップセンター
事務局　御中

実施者（企業・大学等名）　　　　　　　　
（代表者氏名）　　　　　　　　
（連絡先）　　　　　　　　

下記のとおり公道での実証実験を実施しますので、事前の連絡をいたします。

記

１ 概要
・公道実証実験の目的など（注１）

２ 実施期間（注２）

３ 実施時間

４ 実施場所（注３）

５ 実施体制
（１）参加企業等（体制図など詳細は別紙１に記入すること）

（２）実証の役割分担
	役割
	氏名
	補足事項

	責任者
	
	

	運転者
	
	

	監視者
	
	

	補助者
	
	



（３）乗客について
	乗客の輸送
	費用

	有・無
	有償・無償



６ 実験車両の概要（詳細は別紙１に記入すること）

７ 自動走行システムの機能の概要（詳細は別紙１に記入すること）

８ 安全確保措置の内容等（詳細は別紙１に記入すること）

９ 運転者の要件
	確認項目
	記載内容
	添付資料等

	運転免許
	運転者が有効な運転免許を保有していることの確認方法、運行前確認の実施方法を記載すること。
	確認記録様式等

	教育・訓練
	運転者に対する教育、訓練、習熟確認、緊急時対応訓練の内容及び実施時期を記載すること。
	教育記録、訓練計画等



10 緊急時の連絡先
	区分
	所属・氏名
	連絡先
	備考

	実施主体責任者
	
	
	

	現場責任者
	
	
	

	警察・消防等
	110番、119番、管轄警察署、消防署等
	
	

	道路管理者等
	
	
	



11 交通事故発生時の措置（詳細は別紙１に記入すること）

12 自動車保険への加入状況
	保険種別
	加入状況
	補償内容
	保険期間・備考

	自動車損害賠償責任保険
	
	
	

	任意保険
	
	
	



13 公道実証実験の周知
	周知対象
	周知方法・内容
	実施時期・備考

	地域住民
	
	

	道路利用者
	
	

	関係機関等
	
	


14 社会受容性向上の取組（イベント開催や試乗会の予定などを記載すること）

15 その他
	確認項目
	記載内容

	その他特記事項
	



（注１）　L4を目指すのか、L2のシステム開発か、その理由などを記載すること。
（注２）　予定、具体的なスケジュールがあれば添付すること。
（注３）　実施場所については、住所又は路線名を記載するとともに、走行ルートを明記した地図を添付すること。なお、乗降場所、バス停の利用、インフラ連携等がある場合は、当該地図上にその位置を示した上で、詳細を記載すること。

※　公道実証の実施後、必ず結果報告書（様式任意）をセンターまで提出すること
※　本様式を鑑として、必要に応じて独自のスライド資料、図、写真等を提出することができる























様式２）　別紙１
１ 実施体制
（１）参加企業等（体制図記載のこと）

２　車両情報
（１）車両情報
	車両番号
	車種
	サイズ（車検証の添付でも可）

	
	
	



（２）車両の写真
	カメラ、センサ等の設置状況、「公道実証実験中」の表示など

	前面・左側面・右側面・後面・右前方からの５枚が必要





（３）検知範囲図
	カメラ、センサ等の検知範囲図

	





（４）サイバーセキュリティ対策

（５）実証実験中の最高速度

（６）公道実証実験中の保管場所、安全運転管理者（運行管理者）の有無　など

３　自動走行システムの機能の概要
	確認項目
	記載内容
	添付資料等

	システムの概要
	・自動走行システムの構成
・開発主体（自社・他社）
・使用する主な機器
・ソフトウェア、遠隔監視又は遠隔操作の有無等を記載すること。
	システム構成図等

	ODD設定
	・自動走行が可能な道路環境
交通環境、天候、時間帯、速度、走行条件及び制限事項を記載すること。
	ODD一覧、条件整理表等

	異常時の通知方法
	システム異常、通信断、センサ異常等が発生した場合に、運転者又は監視者へ通知する方法及び対応手順を記載すること。

	警告表示例、操作手順書等



４　安全確保措置の内容等
	確認項目
	記載内容
	添付資料等

	手動介入
	・手動介入を行う条件
・運転者が操作を引き継ぐ方法
・オーバーライド時の車両挙動を記載すること
	操作手順書等

	非常停止装置
	・非常停止装置の有無
・設置位置
・押下条件
・押下時の車両挙動及び復旧方法を記載すること
	装置写真、配置図等

	伴走車等
	伴走車、運転補助者、監視者等の有無、配置、役割、連絡方法を記載すること。
	体制図、配置図等

	事前走行実績
	施設内、テストコース、私有地等での走行実績、確認済みの機能、安全上の課題及び対応状況を記載すること。
	試験結果、走行記録等

	リスク対策
	・想定されるリスク
・発生可能性
・影響度
・予防策
・発生時の対応策を記載すること。
	リスクアセスメント表等

	中止判断基準
	荒天、積雪、路面状況、通信状況、交通状況、機器異常等により実証を中止又は延期する判断基準を記載すること。
	判断基準表等



５ 交通事故発生時の措置
	確認項目
	記載内容
	添付資料等

	現場対応
	負傷者の救護、道路における危険防止措置、警察・消防への通報、関係者への連絡手順を記載すること。

	事故対応手順書等

	対応フロー
	事故発生後の初動対応、原因検証、再発防止策の検討、実証再開の判断手順を記載すること。

	フローチャート等

	記録管理
	ドライブレコーダー、走行ログ、通信ログ、映像等の記録保存方法、保存期間、提出可能なデータを記載すること。

	記録管理方法、ログ項目一覧等



